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は参加者不足で夏の学校の開催が危ぶ
まれたこともありましたが、今年は昨
年の60名を上回る75名の学生が参加
して、盛況なものとなりました。
実際に「若手研究会等」で行ったこ

とは、夏の学校を8月17日から5日間
開催するための前準備です。講師の方々
と世話役の研究室担当者が7月21日に
分子研に集まり、各テーマに関わる学
生が自らの研究の成果を発表し、学生
自身の問題意識を高めながら講師の指
導を受けました。また、これらをもと
に各講師が夏の学校での講義内容テキ
ストの詳細、講義の形式、進め方等を
打ち合わせました。その結果、分子研
出身者で現東北大学の森田明弘先生（第
一分科会担当）には「界面和周波発生
分光の理論」、分子研の信定克幸先生（第
二分科会担当）には「ナノ構造体の光
学応答：時間的・空間的分光の理論と
その応用」、分子研の古谷祐詞先生（第
三分科会担当）には「赤外分光法によ
る膜タンパク質の機能発現に伴う構造

変化解析」、豊田工大の市橋正彦先生（第
四分科会担当）には「クラスター入門
－構成原子数から見た科学」、分子研の
柳井毅先生（第五分科会担当）には「多
参照電子相関理論の基礎と繰り込み群
の手法」を講義頂くことが決まりました。
夏の学校当日には、日頃学会以外で

は顔を合わせる機会のない人たち75名
と交流しながら、自分の研究分野に留
まらない広い知識と先端的な研究成果
に触れることで、良い刺激が得られた
と思いますし、諸先輩の経験と同じよ
うに将来同じく分子科学を推進する研

究者同士で強い絆を生むことにつなが
ると思いました。
現在、事業仕分けでは大学関係の

基盤的予算にも削減や見直しが相次ぎ、
若手支援が減らされる可能性があるな
ど、将来に不安を覚えなくはありませ
んが、そういった状況でも、分子研に
は若手支援を継続して頂きたいと思い
ます。今後も、分子科学を志す若い世
代の大学院生が毎年分子科学夏の学校
を組織し、「若手研究会等」に申請して
いくと思いますので、引き続きご理解
とご支援を宜しくお願い申し上げます。

平成21年度（前期）若手研究会等
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2009年   7月 21日（火） 分子科学夏の学校の講義内容検討会 田中  翠
（京都大学大学院理学研究科） １4名

＊共同研究実施一覧（各課題名等）は「分子研リポート」に掲載することになりました。

課題研究  「生体分子情報システムの研究方法論の構築」1件

協力研究 「ナノギャップ金構造の電場増強空間分布の可視化」を始め60件

UVSOR施設利用 「X線照射により生成する欠陥の発光測定（2）」を始め70件

施設利用 「有機－無機複合材料としての多核･クラスター金属錯体の交流磁化率測定」を始め22件

共同利用研究　実施状況

共同利用研究ハイライト３

夏の学校の会場となった広島県もみのき森林での集合写真


